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序

香川県教育委員会では、四国横断自動車道や高松東道路の建設、高松空港跡地の整備など、大規

模開発に伴う埋蔵文化財の発掘調査と出土文化財の整理研究 0報告書刊行の業務を、財団法人香川

県埋蔵文化財調査センターに委託して実施しております。

このたび、「サンポート高松整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 3冊」として刊行いたし

ますのは、平成 11012年度に調査を実施しました高松市西の丸町に所在する高松城跡(西の丸町地

区)A地区についてであります。

本地区では、江戸時代の掘立柱建物跡・柵列・溝・石垣などを検出しました。いずれも高松城下

の変遷を復元する貴重な遺構で、建物等の方位や位置からある時期を境に土地割 りと土地利用が大

きく変化したことがわかってまいりました。

本報告書が本県の歴史研究の資料として広 く活用されますとともに、埋蔵文化財に対する理解と

関心が一層深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から出土文化財の整理・報告にいたるまでの間、県土本部サンポ

ート高松整備局並びに地元関係各位には多大のご協力とご指導をいただきました。ここに深 く感謝

の意を表しますとともに、今後ともよろしくご支援賜 りますようお願い申し上げます。

平成13年 8月

香川県教育委員会

教 育 長  折 原  守



例  言

本報告書は、サンポート高松整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告の第 3冊である。本書には、香川県

高松市西の丸町に所在する高松城跡 (西の丸町地区)A地区の報告を収録した。なお、現在西の丸町とな

っている行政地区は江戸時代には城下に含まれ、城の縄張りとしては外曲輪の西北部分に相当する。本来

の西ノ丸は本丸の西にあり城内である。このため、平成7ん 12年度に行われたサンポート高松総合整備事

業に伴う調査は西の丸町地区或いは西外曲輪と呼α 本来の西ノ丸とは区別している。また現行政地名を

指す場合には「の」はひらがなで、江戸時代の縄張りを指す場合にはかたかなで表記している。

発掘調査は、香川県教育委員会が県土本部サンポート高松推進局から委託され、香川県教育委員会が調査

主体、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施した。

発掘調査の期間及び担当は以下の通りである。

平成11年度 (調査時1lG区及び1lH区)

・ 1平成11年 4月 1日 ～ 6月 23日       1   .

古野徳久、豊島修、森澤千尋

平成12年度 (調査時12F区)               ‐

平成12年 11月 27日 ～12月 22日

古野徳久、黒川和仁、小林明弘              `

調査にあたっては、次の機関の協力を得た。記して謝意を表したい。

県土木部サンポート高松推進局

報告書の作成は、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが行い、編集は古野が担当した。

本報告書で用いる方位の北は、国土座標系第Ⅳ系の北であり、標高はToP.を基準としている。

本書に用いている遺構記号は次の基準に拠っている。

SB:建物跡 徹繋F・ 掘立柱等すべてを含む)SA:柵 列 SP:柱穴 (厳密には柱穴以外のものも含む)

SK:土坑 SD:溝 SZ:その他の遺構 SX:遺構であるか判断不能なもの

なお、遺構記号の次に記す「 a」 は、分冊となる遺跡報告書単位で採用する地区名を表しており、第 1分冊

にあたる本書収録地区はA地区としたため「 a」 となる。なお、既刊行の概報は年度単位の調査区名を採用

しており同一の遺構でも、本報告書とは遺構番号が異なる (遺構番号対照表参照)。

挿図及び遺物観察表で表現した色調記号は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩

研究所色票監修『新版標準土色帖1992年版』を用いて表す。また、残存率は口縁部の全周に占める割合で

あり、口縁部が欠ける場合は底部を用い、それ以外は表示を省いた。

4。

5。

6.

7.

8。
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第 1章 調査の経緯

第 1節 調査 に至 る経過

高松市西の丸町における高松城跡の発掘調査は、平

成 7年度から開始したサンポート高松関係の区画整理

事業に始まる。平成11012年度には、区画整理部の

東側に接する都市計画街路高松駅前線の拡幅整備に伴

い、西の丸町11-1番地から高松城中堀の南側を東西に

走る浜街道に面する141番地までの間の発掘調査を実

施した。調査は対象地の建物撤去後となるため、サン

ポート高松の区画整理の調査と時期的な調整を行いな

がら時期を分けて実施した。発掘調査は建物の移転が

終了した箇所から遺構の残存状況を確認した後、遺構

が残存する箇所を対象とし、平成11年度が南部の浜街

道との交差点部で390」 を、翌平成12年度は北部の

280ぶで実施した。また報告書作成に伴う整理作業は、

平成12年度当初は予定していなかった力ヽ サンポート

高松整備事業の区画整理区域にあたる浜ノ町遺跡の調

査着手時期の一部延期に伴い、高松城跡の都市計画街

路部の整理作業を平成12年度12月 から3月 にかけて行

った。

サンポート高松関係を含め西の丸町での発掘調査

は、高松城の当時の糸電張りからすると中堀と外堀から

延びる西浜舟入との間に位置する外郭部に相当する。

中郭部と外郭部の出入りは、生駒期の高松城を描いた

古城及古戦場図 (国会図書館蔵)では帯曲輪の桜馬場

中央にある大手門と後の月見櫓及び渡櫓の南側に揚,手

口が描かれているだけでその他の連絡通路はない。松

平期になり初代頼茂の頃まだ東ノ丸が造営される前の

状況を示す県指定文化財の高松城下図屏風には生駒期

の古城及古戦場図に局方が描かれている箇所が改修さ

れ、塀が部分撤去され桜馬場から西へ直進できるよう

になり、帯曲輪が西にと取移した箇所の北の隅が切ら

れ中堀に橋が架かっている様子が描かれている。屏風

絵では帯曲輪の南西の隅はまだ隅櫓 (烏櫓)が築かれ

ていず、設けられた橋の部分もまだ櫓や番所が整って

いないように描かれており、改修の過渡的様子がうか

がえる。その後東ノ丸が造営され、桜馬場に櫓が築か

れ、大手門の閉鎖により、桜馬場の役割が大きく変化

し、東西に外郭への出入り口が築かれる。東の大鼓櫓

口が大手として使用され、その外の外郭に大下馬が、

西の出入り回の外には西下馬が設けられたものと考え

られる。今回の調査対象地では、生駒期においては中

堀に面した通路が設けられ、その内倶1に は家臣の屋敷

地力ヽ その後松平期になり橋の設置と共に出入り口が

整備されるとともに屋敷地は大老の大久保家だけが外

曲輪の西に設けられ、御門側には出入 りに即した施設

(西下馬等)の整備がなされる。こうした状況が想定

されるが、対象地が高松市の駅前の中心部であること

から明治以降の開発がなされており、遺構確認は、か

なり難航することが見込まれた。

今回報告する街路区の調査では、南北の方向を持つ

石組みの基壇や溝が検出され、生駒期から松平期にか

けての様子が明らかになってきたと考えられるが、調

査区内では中堀の西側の護岸石垣等は検出できなかっ

た。サンポートの区画整理部の調査で波止状の石積み

構造物を検出したがその位置からすると現在の高松駅

前線の道路内に、中堀の西岸は位置するものと考えら

オtる 。
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第 1図 遺跡位置図 (1)
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第 2図 遺跡位置図 (2)(S=1/1200)
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第 2節 調査の経過

今回報告するA区は新高松駅前広場への南からの正

面進入路となる県道高松駅前線のために、現道を拡幅

することとなり調査力浙予われた。拡幅は西に10m幅で

行われるため、調査もまた東西幅10mと なった。これ

を交差する道路や現構造物の撤去時期により、 3つの

小調査区に分けて調査を行っていった。 平成11年度

にはそのうち、南側の長さ33mの 1lH区と、それと道

路を挟んだ北側 6mの 1lG区 を調査した。この年は新

高松駅と駅前広場を中心とした地点が主要調査部分で

あったカミ調査準備の整った1lH区 は4月 27日 から調

査を開始した。調査は直営方式で、面積が狭いため排

土は場外搬出となったものの、排土仮置き場は隣接し

て確保せねばならず、一度の調査面積は200ぷ程度と

小さなものになった。調査はり1頁調に進み、作業進捗を

第 3節 整理作業

12F区の調査の終了した平成13年 1月 から3月 の間

に行った。本来であれ|よ 年度当初に整理作業計画を

組んでいないため、整理を行わない予定であったが、

12年度の当該事業の主要調査対象であった浜ノ町遺跡

の調査中大規模な戦後の攪乱を確認したことにより調

第 4節 発掘調査及び整理作業の体制

平成11年度

香川県教育委員会事務局文化行政課

総括    課  長

課長補佐

副 主幹

総務    係  長

主  査

主  査

埋蔵文化財 係  長

文化財専門員

主任技師

小原克己

小国史郎

廣瀬常雄

中村禎伸

三宅陽子

松村崇史

西村尋文

森 格也

塩崎誠司

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

効率的に進めるために主要調査部分にある1lC区 も5

月25日 から同時並行で調査を進めた。 6月 9日 には現

構造物の撤去の終わった1lG区の予備調査を行い、現

構造物の基礎による遺跡の消滅を確認したため、これ

で調査終了とした。 6月 15日 からは仮排土置き場とな

っていた1lH区残 り約100ぷの調査に入った。ここも

8割以上が現構造物の基礎により遺跡が消滅 していた

ため、23日 には調査が終了した。

残る12F区 は平成12年 11月 に現構造物の撤去が完

了したため、11月 27日 に調査を開始した。1lH区同様

の調査方式で行い、こちらも現構造物の基礎により北

半分で遺跡が消滅していた。12月 22日 に調査が終了

した。

査期間が短縮され、残る3月 までは平成11,12年度

の出土遺構・遺物を対象とした基礎整理及び平成 13

年度上半期刊行を急ぎたい街路部分の整理作業を前倒

しで行っていくこととなった。

次  長  川原裕章

総務  副主幹兼係長  六車正憲

副主幹兼係長  田中秀文

主任主事  細川信哉

調査    参  事  長尾重盛

主任文化財専門員  藤好史郎

文化財専門員  古野徳久

主任技師 豊島 修

調査技術員  森澤千尋

平成12年度

香川県教育委員会事務局文化行政課

総括 課  長  小原克己

課長補佐  小国史郎

副 主幹  廣瀬常雄締 所  長  菅原良弘
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総務    係  長

主  査

主  事

埋蔵文化財 係  長

文化財専門員

文化財専門員

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

調査・整理に携わった方々は以下のとおりである。

作業員

多田敏夫、川田悦子、久利文子、冨田英三、三谷

恵子、土居智江子ヾ清水節子、藤井サヨ子、杉山周

二、山本秀雄、百歩静子、松本脱子、井下美佐子、

中原 トヨ子、井下ミチ子、塚原進、高橋美佐子、岡

田カネ子、百生享子、中村芳子、長山キミユ、渡辺

喜彦、元山冨子、、糸目八重子、串田光子、高木輝

男、高木ミチ子、影山弘、大塚純司、塚本隆、柏原

法雄、松本康弘、北迫高男、林俊雄、満丸文二、

上原光世、辻上 トミ子、西村和代、満丸香代子、宮

地恵美子、西崎文子、林テル子、堀上幸子、網谷チ

ズ子、松本和子、日下千鶴子、宮武和子、今井由記

子

現場整理作業員

高澤由起子、小笠原千恵子

整理作業員

東條俊子、久保真由美

中村禎伸

三宅陽子

亀田幸一

西岡達哉

森 格也

宮崎哲也

締

次  長

総務    副 主幹

副主幹兼係長

主任主事

調査    参  事

主任文化財専門員

文化財専門員

文化財専門員

主任技師

菅原良弘 (～ 10。31)

小原克己 (11.1～、兼務)

川原裕章

大西誠治

六車正憲

高木康晴

長尾重盛

藤好史郎

黒川和仁

古野徳久

小林明弘
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第 2章 調査の成果

第 1節 基本層序 (第 3～ 7図 )

高松城跡 (西の丸町地区)の調査は平成 7年度から

開始された。これ以前には高松城関係の大規模な調査

は本丸の東にある東ノ丸が中心であったため、距離の

離れた東ノ丸での層位関係を援用して西の丸地区の調

査を行うことは不可能であった。このため当初は礎石

の存在による遺構面の把握から始め、以下遺構の掘り

込み面や層位を把握していきながら、遺構面の存在を

おさえていった。平成 8年度の調査によりその把握は

おおよそ完成し、それらは年度の概報に記されている。

今回報告する箇所は、平成11012年度に調査が行

われたため、平成 8年度の成果を用いて調査を進め

た。しかし、平成 8年度の層位と完全には整合せず、

土層の境による遺構面の想定を行いながら実際には標

高で記録を残していった。これはまた整理作業時に調

査時の遺構面の同定がまちがうていること力洋J明 した

場合を考慮してのことでもあった。

整理段階に至り、改めて平成708年度調査地と層

位の比較検討を行ったカミ 整地による土の堆積に起因

して隣接した場所でありながら用いた土が著しく異な

っていることが明らかになり、結局完全な一致をみな

かった。そこでやはり将来的な再検討を考慮し、今回

報告する箇所のみの遺構面の認定をまず行い、それに

従って遺構や遺構の変遷の報告をすることにし、最後

にその結果による遺構面の時期と基準層の把握とから

平成 8年度概報の遺構面との整合を検討してみること

にする。

以下、各地点毎に層序の記述を行っていく。

①・②12F区 0 1lH区東壁

(第 3～ 5図、土層位置①・②)

1層 とした調査前に存在した建物による攪乱は深い

ところで標高0。9mの範囲まで及ぶが、面的には1.5m

を境とする。この下には203層 とした礫と粘質土を

交互に敷き並べた厚さ20cmの整地単位がある。これ

は1lH区 中央畦東端でも認められることから一定の範

囲に広がることがわかる一方で、1lH区南壁や掲載し

ていないが12F区西壁には認められないことから、12F

区 0 1lH区の東側にのみ存在したことがわかる。遺物

はほとんど出土していないが、恐らく12F区 0 1lH区

束の現道路に関わるような近代以降の整地単位と考え

る。

4層以下を幕末までの層 と考えたが、これは 3層 と

の間に堆積層全体の中で最も大きな差異が存在するこ

とと、わずかな層出土遺物の中にあっても近代以降の

ものが含まれていないことによる。1lH区南壁では類

似する層が1,45mの 高さまで残る。今調査区ではこれ

が近代の層が最も高くまで残っている部分である。従

って、この高さ以上に幕末の遺構面が存在したことに

なる。これを第 1面 とする。

4～ 7層 は柔らかい砂質土で構成され、その間に薄

く5や 6層が挟まれる。全体としては分かちがたく堆

積するため、これを一つの整地単位と考える。1lH区

部分でこれに対応するのは22～ 26033層である。23

層には炭・焼土が混じる。33層下部にも炭の層が線状

に走る。42層 は22層上面から掘 り込まれた大型の土

坑状を呈する力ヽ 平面的には遺構として検出していな

い。21層はこの面から掘り込まれている土坑の埋土で

礫を多量に含んでいた。

この下の標高 1～ 1.lmが次の遺構面となる。これ

を第 2面とする。構成層の8層 には炭や焼土が含まれ

る。この下の 9層 は自みを帯びよく締まっており、や

はり焼土が含まれる。同じ土質であり焼土を共通に含

むことから、ここまでを整地単位と考える。1lH区部

分でこれに対応するのは27・ 28層である。

12F区で特徴的なのは10層 である。ほぼ純粋な炭層

で、ここで木が燃えた痕跡であるとすればその面的な

広がりから、火災を示している可能性が高い。よって

この下、11層上面が遺構面となり、これを第 3面とす

る。 809層 に含まれる焼土がこの火災により焼失し

た家屋の壁等の土であるとすれ|よ 両層は火災をきっ

かけに整地を行った土であり、その結果 9層上面が新

しい地面となったという解釈が可能となる。

11層 は下位の12層の土をブロックで多 く含んだ整地

層である。一方、12層 は粘性の高い自然堆積による包

含層であり、この上面が整地力畝台まる直前の遺構面と

なる。しかしこの面は凹凸が著しく、単純に遺構掘削

面とはみなしがたい。12F区では12層 内にS X a02や

S X a03と した南北方向の溝状の自然の窪みの単位が

存在したりと、この包含層の時期には12F区 は微妙な

低地であり遺構は見あたらなかったのではないだろう

か。12層 は土器細片を割と含むことから、恐らく居住

域縁辺にあたるのであろう。そして11層 にはこの凹凸

のある低地をならす際に削られた12層 の土が含まれて

おり、第 3面で人間の直接の居住が最初に行われたと
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第 3図 遺跡土層図作成位置図 (S〓 1/150)
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1.Om

10YR4/1褐 灰色粘質土 (6層 に似る。炭。焼土少混 )

2.5Y6/2灰 黄色粘土 (よ く締まる。焼土塊少混 )

10YR3/1黒 掲色砂質土 (炭極多混 )

2.5Y6/4にぶい黄色粘土 (12層塊混 )

2.5Y4/1黄 灰色粘土

13 10YR7/3に ぶい黄橙色粘質土 (基盤層 )

14 10YR6/4に ぶい黄橙色粘質土 (礫多混 )

15 2.5Y5/2暗 灰黄色粘質土
16 10YR6/4に ぶい黄橙色粘質土

(10YR7/6明 黄掲色砂粒混 )

① 12F区 東壁

現代の整地土
3層と同じ
2.5Y7/3浅 黄色砂質土 (礫多混 )

2.5Y3/1黒 褐色粘質土 (瓦少混、礫多混 )

7.5YR4/1褐 灰色砂質土 (礫混、5層より粘質 )

(やや赤褐色味を帯びる。焼土混のため?)

2.5Y5/3黄 掲色粘質土 (礫多混 )

10YR5/1掲 灰色砂質土
5層と同じ

17 10YR4/2灰 黄掲色粘質土

18 10YR5/2灰 黄掲色粘質土
19 2.5Y6/3に ぶい黄色粘質土
20 2.5Y6/3に ぶい黄色粘質土 (径5cm礫多混 )

21  SK

８

９

‐０

‐１

‐２

E

淡灰色粘質土

淡灰色粘質土 (炭化物混 )

淡褐色粘質土 (粘性弱)

灰掲色粘質土 (淡褐色粘質土塊混 )

25層と同じ(同塊多混 )

24

27 灰褐色粘質土 (,炎掲色粘質土塊混 )

28 淡掲灰色粘質土
13b 褐灰色粘土
13c 灰褐色粘土
12b 淡灰色粘質土

② llH区 東壁(1)

第 4図 遺跡土層図 (1)(S=1/40)

＼

0           1m
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1.Om

淡灰色粘質土(SP?)
淡灰色粘質土

淡灰色砂質土(礫混 )

灰色砂質土(礫
。粘土混 )

淡褐色粘質土(暗灰褐色粘土塊多混。
一部最下部に薄い黒色炭化物の層 )

芦土色粘土(淡褐色粘質土混)

淡褐色粘質土(礫混)

灰掲色粘質土と暗灰色粘質土の混層
掲灰色粘質土(焼土少量。炭化物・礫混)

掲灰色粘質土(淡掲色粘質土塊混)

掲灰色粘質土(暗灰色粘質土塊。掲色粘質土塊混)

12b

②

12  12b

llH区東壁 (2)

27

E

13
13b  13o        13b

③ llH区 中央東西畦

13d13c

31

39 暗灰掲色粘質土(13層土塊混 )

13d淡褐色粘質土
40 淡灰色粘質土(27層より灰色強 )

41 灰色粘質土(淡掲色粘質土塊多混。SP)
42  22泥 雪と『 1じ

1.Om
E

0           1m

′              13o   12b

④ llH区南壁

第 5図 遺跡土層図 (2)(S〓 1/40)
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１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

ｍ

ｒ
Ⅲ
Ⅲ
ｍ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
■

現代の攪乱
10YR6/2灰黄掲色粘質土
10Y6/1灰 色粘質土
7.5Y4/1灰色粘質土 (粘性大)

7.5Y4/1灰色中砂
5Y4/1灰色粘土 (硬い

)

7.5GY5/1緑 灰色粘質土
7.5YR4/1褐 灰色粘質土 (炭少混。SXao3)
2.5Y5/1黄灰色粘質土 (3層 塊多混 )

2.5Y6/4に ぶい黄色粘質土 (浸水殆どなし)

W
0           1m

第 6図 遺跡土層図 (3)(S=1/40)

0,7m
N二

下
三

==瓦 ==F藝 ぎ 葦 蓮 死 Ю ttМ 蕎 誓 =Z子

二 一 ―
ン 4≪

■

S

i包含層 南北畦

０
・
７ｍ
一Ｅ

5Y4/1灰 色粘土 (炭・礫少混 )

75Y4/1灰 色粘土 (炭少混。SXaol) 3c
10YR4/1掲灰色粘土

3層と同じ              4

いう解釈をしておきたい。但し、1lH区では11層がな

く12層上面が平坦である。13層上面の標高が1lH区

では0。7mで 12F区 より20cmも高いことから、ここが

低地でなく居住可能な遺構面であり、整地が行われず

直接第 3面となったのであろう。

13層の堆積により沖積作用が終了し、調査地周辺が

陸地化した。13層内にも古代以前の土器細片が含まれ

る。

③ llH区中央東西畦 (第 305図、土層位置③ )

1lH区は調査前に存在した建物による攪乱のため北

側半分は遺構面が残っていなかった。そのためこの部

分で東西方向の土層図を作成した。

整地土・包含層の堆積状況とも、1lH区東壁 と同じ

である。 S Z a01は 抜き取られている。27層の存在は

S Z a01の 東西で変わらないが、それより上は比較で

きない。 S D a01は 36層の状況から第 1面へと整地す

る際に埋め立てられたことになる。36層は礫や焼土・

炭の混じり方も第 1-2面間の整地土と共通してい

る。

④llH区南壁 (第 305図、土層位置④)

整地± 0包含層の堆積状況はほぼ1lH区東壁と同じ

である。しかし、東端より2m付近の攪乱を境に第 2

及び3面の標高が異なる。東側は1lH区東壁と変わら

⑨ 12F区 自然堆積包含層 東西畦

25Y5/3黄 掲色粘土 (2層と2b層 の境に木の根の腐食物が介在し、 5
この高さでSXa02内に点在)       6

10YR7/3に ぶい黄橙色粘質土 (基盤層)           7

第 7図 遺跡土層図 (4)(S=1/40)

10YR5ノ2灰責掲色粘質土 (礫・土器片混 )

10YR4/1掲灰色粘質土 (礫・土器細片混。=SXa02)
10YR4/1掲灰色粘質土 (2.5Y6/3に ぶい責色粘土塊混。SPaoll)

ないカミ 西側は第 3面が10cm、 第 2面が20cm遺構面

が高い。第 3面は自然堆積包含層の上であり、基本的

には整地を行っていない。第 3面でも自然の地形の影

響による高低が均されずにそのまま存在したのかもし

れない。第 2面は東西の標高差が更に大きくなる。こ

の原因も明らかでない。これらについては面的にその

広がりや高低の段の境を検出し得ていないため、これ

以上は明らかにできない。この高低を利用して東と西

とで土地利用に差があったことも想定したが、掘立柱

建物跡の存在はそれを否定する。また第 2面は攪乱部

分にS D a01や S Z a01が延びてくることが何らかの

関わりとなって土地利用の差が明確になった可能性を

検討したが、それぞれの遺構説明で記したようにSD
a01は整地時には存在してなく、S Z a01は南壁までは

延びないと考えている。

41層 は第 3面 より掘り込まれたピットの埋土であ

る。

13層 の下位では標高 0。3mで礫を多く含んだ砂質土

が現れる。

⑤～⑦12F区土層柱状図

(第 306図 、土層位置⑤～⑦)

12F区 も調査対象地の北半分に建物基礎による破壊

が深くまで及び遺構面が残されていなかった。それよ

り下の自然堆積層の状況だけでも把握しようと、 3本

⑤ 12F区西壁 ⑥  12F区北壁 ⑦ 12F区東壁北部

-10-



のトレンチを設定した。

3層は第 4図 13層 と同じ自然堆積層である。 20
7層 も自然堆積層であり、 7層 は1層の影響でそれが

青く変色している。 809層は第 4図 12層 と同じ自然

堆積包含層である。以上から、12F区西側では沖積作

用終了後の地面の標高が 0。57mであり、彼壊されてい

ない部分と同じであるが、南端では077mと その標高

が高くなるようである。一方、 3層下には礫層 (5層 )

が存在し、標高Omあたりが湧水面になる。

③・⑨12F区自然堆積包含層畦

(第 307図、土層位置③・⑨)

先述したように12F区 内では第 4図 12層内にSX
a02や S X a03と した南北方向の溝状の自然の窪みの

単位が存在したりと、この包含層の時期には12F区 は

微妙な低地であったと想定した。この図で示した1～

30506層はいずれも12層の範疇で捉えられる層で

ある。微妙な色や質の違いにより区分され、堆積が一

様ではなかったことを示している。2層 と2b層の間に

は木の根の腐植物が水平に延成 12F区東半分に点在

する。12F区南東隅ではこれが顕著に残っていた。あ

る時期この一帯に木が生えていた状況があったのであ

ろうか。

第 2節 第 1面の遺構

S A a01(第 8～ 12図、図版 2・ 6010)
12F区・1lH区両地点で検出した柵列である。N

04° Eの方位を向く。S D a01の 中央位置に沿って、

約60cmの等間隔で打たれている。溝埋立後のどの時

期に打たれたのかわからない。第5図③によればSD
aolが埋め立てられると同時に整地による嵩上げが行

われている。従って一見杭は溝とは関わりなく打たれ

たことになる。しかし土層の境としては見えなくとも

溝だけ埋立て整地前に一体止したとすれ|よ その時点

で溝に沿って打つことはできる。また一気に埋め立て

られたとしても、S D a01以 外にこの位置を境界とし

て示す何らかの標識を備えていれ|よ 溝の位置がわか

らずとも打つことはできる。整地と柵列設置の間の時

間を大きくとるほど、杭と溝の重なりは偶然性が高く

なるものの、しかしそれでもかつてそこに境界があっ

たという意識の故に両者が結ばれているということは

いえる。逆に全くの偶然というのは非常に考えづらい8

ここでは溝と杭の重なりが偶然ではない可能性を重視

したい。

杭は差し込む穴を掘ることなく、直接打ち込んでい

-11-
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る。これは断面で掘り形が存在しなかったこと、残っ

ていた杭 1も 径 5cm以下でビット径に一致し杭先も

打ち込み用に尖らせていること、この程度の杭であれ

ば打ち込むのも簡単であることから判断した。またこ

のことから打ち込んでたりる簡易な柵であり、実際一

直線上から多少ずれているところもある。

整地と柵列設置の間の時間幅に関わらず柵列を設置

しえたということは、ここにSD五〇1に よった境界が

この時点でもあることを示している。つまりこの溝を

埋め大きく土地の嵩上げをする第 1面への区画整理は

S D a01に よる境界を踏まえて行われたと考える。

この他布掘 りの可能性も検討したカミ 簡易な柵列に

は不釣 り合いであり、第 5図③による限り埋立後は高

くなり、通常の布掘 りの掘 り形とは見なしがたい。

1は 12F区の北から9つ 目のビットで検出した。枝

は小さなものまで全て刃物で刈 り取 り払われている。

また根元は斜めに尖らせている。枝の払われた位置は

直線上にあり、本来は枝の付け根まで払っていたもの

が地中にある内に表面から腐 り現状の形にやせたもの

と考える。このため表皮もない。刈 り払いの位置から

5 cm前後の径の杭に復元できる。掘 り形がないため、

当然他には遺物の出土はない。

S Aa01は第 1面整地過程もしくは第 1面に属する。

S A a04(第 8・ 9図 )

12F区南東部で検出した。N04° Eの方位を向く。

第 1面である4層上面で検出した。ビットを3つつな

いだのみであるが、1.8mの等間隔で同じ20cmの穴が

開きかつ第 1面の方位に合致するため、柵であると判

断した。 S A a01と の関係は不明である。

第 3節 第 2面の遺構

S B a01(第 8010013014図 、図版 304)
1lH区ゴヒ西部で検出した。 2間の柱 1列のみであり

東西どちらにも展開しないが、柵列とするには穴が大

きいため掘立柱建物跡とした。北側に更に延びる可能

性は高い。N04° Eの方位を向く。柱間は1。4m。 北

のビットには根石を据え、南のビットでは立てた柱を

囲むように石を詰めている状態がビットの西北部で認

められる。 2は S P a082出土遺物である。白磁の碗で

体部と口縁の境に稜を持ち、日縁端へと直立する。内

面下端は見込みと体部の境の段が残る。内外面とも施

釉される。あまり類例のない形態で時期判断が難しい

カミ 中世以前であろう。図示した他に平瓦や備前焼等

の細片が出土している。 2は混入であり、他の遺物も

遺構の時期を決定することはできない。標高 1。lm前後

で検出しており、掘り込み面は第 2面 とする。

S A a03(第 8010図、図版 4014)
1lH区東部で検出した。N04° Eの方位を向く。S

D a01の東肩回の位置に同じ方向に向かって1。8m間隔

で打たれる。ピットからは須恵器細片が 1点出土した

のみである。ビットはS D a01に切られておりそれよ

り古く、 S K a08よ り新しい。また北より4つ 目のビ

ットを標高1.lmで確認できており、この結果第 2面に

属する。つまり第 2面整地直後にはS D a01はなく、

まずS K a08があり、その後 S A a03が打たれたという

ことになる。S A a03は ピット径も20cmあ り、穴に柱

を立てたものとしてS A a01の ような簡易な柵列では

ないとみる。第 2面整地直後にはS Z a01も据えられ

ているので、両者は共存する時期が確実に存在するも

のの、S A a03は 12F区 まで延びないため部分的な設

置と見ている。

S P a190(第 8010014図、図版 304・ 6)

1lH区北部で検出した。 S P a106を 調査中に検出

し、当初は礎石を据える掘り形の一部かと考えたが、

S P a068同様柱用の空間とその周囲に詰め石を検出し

たため、単独の柱穴として認識した。中からは遺物は

出土していない。標高1。lmで検出したため、第 2面に

属する。

S P a106(第 8010014図、図版30406)
S P a190の南に接して検出した。穴に巨石を据えて

いる。石上面は標高1。2m弱のため、第 2面に伴う礎

石であると判断した。しかしS P a103等のような安定

⌒

′_―

l SDa01埋 ±  2 5Y2/1黒 色粘質土 (礫混 )

第 11図  S A a01平 0断面図 (S=1/50)

0        1m
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した平石でなく、上の平坦面は狭い。礎石は12F・

1lH区ではこれのみであり、用途等は明らかでない。

柱穴内から遺物は出土していない。

S P a090(第 8・ 10014図、図版 304)
1lH区北部で検出した。 S B a01の南端を構成する

柱穴として取 り上げている。北西の空間部分に直柱を

第 12図  S A a01出 土遺物実測図 (S=1/3)

建てその回りに礫を詰めていったのか、中央の平石の

上に柱を建てたのか判断できない。前者だと詰め石を

平たい面を上にしておくのは不自然である。後者では

掘 り形の割 りに平石力Ⅵ さヽい。深い柱穴も調査時に掘

りすぎた可能性を否定できない。柱穴内から遺物は出

土していない。 S B a01の柱穴として第 2面に属する

と考える。

S P a191(第 8010014図、図版 4・ 12014)

1lH区中部で検出した。 S D a01のすぐ東に接する。

S P a103等 と同じ形態の掘り形・平石をもつカミ 同一

遺構を構成する要素は他に見いだせなかった。柱穴内

から瓦器と土師器の細片が少量出土している。標高1.1

mで検出したため第 2面に属すると判断した。

S P a103(第 8・ 10・ 14図、図版 3・ 8)

1lH区中部で検出した。深さ70cmの穴の底に穴と

ほぼ同じ大きさの平石を落とし込んで据えている。上

部にやや大きめの柱や重たいものを載せても沈まずに

耐えられるようになっていると思われる。柱の掘 り形

の形状をみても、重要な柱穴であることは間違いない。

2面に属することはS Z a01の項で明らかにした。土

師器や備前焼 。平瓦の細片が出土している。

S P a104(第 8ヽ 10014図、図版 3)

1lHtt S P alo3の南で検出した。S K a08や S Z a01

の項で取り上げてきたように、S P a103と対になる可

能性が高い。深さは10cm異なるが、同じ形態の掘り

形 。平石からも、妥当な判断と考える。この場合柱穴

間の距離は1.9mに なる。土師器細片が少量出土した。

S P a105(第 8010014図、図版 3)

1lH区南部で検出した。S P a103等 と同じ形態の掘

り形 。平石をもつカミ他に近接して同一遺構を構成す

るピットは検出できていない。柱穴内から土師器等の

細片が少量出土している。標高■lmで検出したため第

2面に属すると判断した。      |

灰褐色粘質土

TIフ丁
0 scm

-第 13図  S B aol平・断面図 (S=1/50)、 出土遺物実測図 (S〓 1/3)
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弗 15図  S P a204平 0断面図 (S=1/30)

S P a204(第 8・ 9015図 、図版 1,7)
12F区で検出した。隅丸方形の大きな穴の底に大き

な平たい石を据えている。 S P 103～ 105(第 14図 )

と共通する形態で、おそらく石を根石 としてその上に

大きな柱が立つものと思われるカミ 調査区内ではこれ

と関連するような遺構は他に見つけていない。ビット

内からは土師器や土師質土鍋などの土器片が出土して

いる。この地点での9層上面とした標高0。96mで検出

一

(G匡

茎

)一

T.N.

SPa090

こ
―1.2m

SPa103

SPa104

第14図  ピット・土坑平・断面図 (S〓 1/30)

しており、第 2面と第 3面の間にもう1面遺構面が存

在する可能性を示唆するカミ 第 1節の基本層序の検討

結果と矛盾するため、ここでは第 2面である8層から

掘 り込まれているものを検出できなかったことによる

と考えておきたい。

S K a03(第 8010014図、図版 308)
1lH区で検出した。径50cmの浅い穴で、中には炭

がつまっていた。穴の北側は幅40cm弱が熱により赤

変 0硬化していた。以上の結果、南側を焚き口として

穴の北壁際で火を燃やし、燃え殻が炭として残ってい

たと考える。ただし、壁のみで穴の底が焼けていない

のが気にかかる。周辺ではこれと関わるような遺構は

他に見つけていない。遺物は出土していない。検出し

た標高から、第 2面以上の面に属する。

S K a04(第 8010・ 16図、図版 304・ 14)

1lH区中部で検出した。0。8× 1.6mの楕円形の土坑

である。長軸は第 2面以上の遺構の方位と直交してい

るように見える。土器片の出土が多く、土師器や備前

焼 0瀬戸美濃陶器 ?。 平瓦 。自磁などがある。 3は土

2.5Y6/3に ぶい黄色粘質土
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師器小皿の底で底部を静止糸切 りしている。 4は陶器

の徳利で胎土は灰色を呈する。外面底部直上まで濃

い、内面上部まで薄い褐釉をかける。底部直上は釉剥

ぎをしている。西日本に産地を持つと思われ、備前焼

の糸目徳利を意識して作られている。17～ 18世紀前半

に属する。これらは摩滅してなく、遺構の時期を示す

と考える。検出した標高から、第 2面以上の面に属す

る。

S K a07(第 8010017図、図版 3)

1lH区中部で検出した。0。6× 1.lmの楕円形土坑で

ある。深さは10cmも なく浅い。埋土は灰茶色粘質土

で焼土を含んでいる。中からは図化したものの他に土

師器細片が 2点出土した。 5は土師質の括鉢で 5条 1

単位の卸し目が入れられる。内面底及び割れ口とその

内面側に煤が付着している。埋土の焼土と関係するも

のかもしれない。胎土は今報告の土師質土器と共通

し、金雲母を多量に含むのが特徴的であり、在地産と

考える。 6は備前焼の壺である。自然釉が厚くかぶさ

る。 5条 1単位の波状文と4条 1単位の直線文が櫛で

描かれる。 S K a07は標高 1。lmで検出しており、第 2

面以上の面に属する。土坑の長軸は第 2面・第 3面の

方位とも関係しない。

S K a08 (第 8 0 10・  180 19図、 図版 3 0 11 0 120

14)

1lH区 中部で検出した2.4× 4。4mの大型の土坑であ

る。第18図断面⑥ではS D a01よ り古い。一方この北

40cmの地点で撮影した図版11上下ではS Z a01か らS

K a08の西肩斜面に沿ってS Z a01の一部である石が並

んでいる。これは両者が同時期に存在したことを示し

ている。石を築いた遺構という性格上第2面が続く全

期間S Z aolは存在し、S A a03の項で述べたようにS

K a08→ S A a03→ S D a01と いう変遷が第2面の中で

灰色粘質土

(淡褐色粘質土塊多混 )

たどれる。 S K a08の埋土のうち17層 には基盤層のブ

ロックが含まれ、埋め戻したと思われる。その原因は

S A a03の打設にある可能性がある。

S K a08は掘り込みの肩から急激に落ち込み整った

平面形を持つことから泥溜まりではなく明らかに遺構

である。ここではS Z a01の項で述べたように同じ面

に属するS P a103 0 a104の 中間とS K a08の 中間をむ

すんだ線は地割り方位に一致することもあり、両ピッ

トと密接な関係にあったように思える。

フ～10は出土遺物である。7は胎土が精良で、外底

もなでつ けるなど丁寧な仕上がりである。 8は在地産

の胎土を持つ。 9は傾きから橋鉢としたカミ 土鍋の可

能性も残る。いずれにしても径力Ⅵ さヽい。残存部には

卸し目は残っていなかった。在地産の胎土である。10

は吊り手部が残っている。金雲母を含まず他の土師質

土器とは若干胎土が異なる。外面と内面上部に煤が付

着している。図示した他に平瓦、土師器などの土器片

が少量出土している。詳述してきたように、第 2面に

属する。

S D a01(第 8～ 10018020図、図版 1～ 406・
9～ 14)

12F区・1lH区両地点で検出した溝である。N04°

Eの方位を向く。幅50～ 60cmの素掘りの溝であるカミ

平成12年度に調査した12F区北隣の12J区でも検出し

ており、基幹となる溝として認識できる。

溝は第 2面から掘り込まれる。これはS A a02や S

K a08の項で述べたように整地直後ではない6埋土は

大きく2つの層に分かれる。下層は基盤層のブロック

の混入が著しい。両層の間に自然堆積の形跡はないた

め、時期差でなく埋め戻しの段階を示すものと考える。

S D a01の底にはS Z a01の自然崩壊による小礫の転

落が見られた。これはS Z a01が残っていた範囲で特

に著しく、それ以外の地点では逆にS Z a01に 関わる

石か判断できないほどまば

らである。とりあえず小礫

の流れ込みにより、両者が

共存していたことは明らか

である。またこれはSD
a01が第 2面に属すること

を示している。

11～ 35は出土遺物であ

る。11は中国青磁である。

片切 り彫りによつて蓮弁を

表現している。釉は蓮弁の

途中までしかかかっていな

い。内面下端は見込み部(S〓 1/30)、 出土遺物実測図 (S〓 1/3)第16図  S K a04断面図
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屁

0                   10cm

付で底部は糸切 りしている。内

面のみ施釉している。胎土や釉

の色から肥前系 と考える。27

は陶器で板状の製品である。同

じような部品とつなげた後に上

面に厚 く施釉しそれが接合部の

隙間にたれている。側面には剥

離した痕跡がある。上面には不

規則な幅・深さで溝が入れられ

る。底には小砂粒が厚 く付着し

ている。焼成時か使用時か付着

した時期はわからない。28は陶

器の灯明具で化粧掛けをしてい

る。胎土から備前焼かと思われ

る。29は三L師器小皿で口縁部

が極めて厚 く、体部は途中で外

に屈曲する。30は土師器小皿

で回転糸切 り後ヘラナデしてい

る。31は土師器灯明皿で口縁

内面の一部に煤が付着 してい

る。32は陶器で蓋がつく碗と思

われる。内外面とも透明釉をか

ける。33は土師質火鉢の脚部

である。34は土師質土器で土

蝸か。35は鉄製の小刀で関部

には錆が厚く付着している。図

示した他に平瓦、土師器などの
第 17図  S K a07出 土遺物実測図 (S〓 1/3)

が残り釉剥ぎがなされている。15世紀のもので混入で

あろう。12～ 17は軟質でやや黄色みを帯びた胎土を

持つ中国産の染め付けで、渾州産とされるものであ

る。12～ 14017は碗、15016は皿の可能性もある。

13は見込みにも文様が少し残っている。16世紀後半の

ものである。14は高台内面は露胎である。16は外面文

様は直線で構成され雷文帯に似る。17は内面は蛇の目

釉剥ぎがなされ、高台内面は露月台の上に釉力平ス たれ

ている。17世紀後半～18世紀初頭の製品である。18

は中国青磁である。19は肥前系磁器碗である。文様か

ら17世紀末から18世紀前半の製品と考える。20は磁

器皿である。いわゆる碁笥底で端部から外側に蛇の目

釉剥ぎして段がついている。高台内面にも二重線が描

かれる。21は瀬戸美濃陶器の天目碗で外面体部下半は

露胎である。体部を削り高台を作ることをしていない。

22も 褐釉の天目碗で釉色は淡い。23は陶器皿で内外

面とも釉に貫入がある。24は陶器の底で、白い釉を掛

けその上に藍色で文様を描いている。25は陶器碗で全

面釉をかけている。内面には金泥が放射状に塗られて

いるように見え、楽焼の可能性がある。26は陶器の向

土器片が少量出土している。以上いずれも小破片であ

り、別の地点にあったゴミを持ってきて捨てたように

もとれる。これらの遺物が示すのはS D a01の埋立時

期である。時期判断の難しいものが多いが、わかるも

ので行くと渾州産磁器や肥前系磁器が18世紀前半を

下限とする。21も 口縁の屈曲力鴻弓く高台力消Jり 出され

ていないなど新しい様相を持っている。一方明らかに

19世紀代に下るものはなく、18世紀前半を埋立の目安

としておく。

S Z a01(第 8010018・ 21図 、図版 103040
9～ 15)

12F01lH両地点で検出した。東側が一直線になる

よう表面を東に向けて石を組んでいる。裾から1段～

2段が現存していた。現状から最低でも標高1.4mの高

さまでは積まれている。これは第 1面を1.4m以上とし

た考えと矛盾しない。50cm前後の安山岩を主として

用い、隙間には小礫を詰める。石組みの前面にはこれ

らの小礫が多く崩落している。21図では平面図のみ崩

落石を表現し、立面図ではわかりにくくもなるため省

\\, i\

r-t$,\t

ノ
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2.5Y5/1黄灰色粘質土 (礫多混 )

10Y5/1灰色粘質土 (礫多混 )

7.5GY4/1暗緑灰色粘質土塊 (礫混 )

2.5Y5/1黄 灰色粘質土
2.5Y5/1黄 灰色粘質土

(炭 。2.5Y6/4にぶい黄色粘土塊基盤層土少混、礫混 )

2.5Y5/1黄灰色粘質土

(炭少混、2.5Y6/4にぶい黄色粘土塊基盤層土多混 )

(1・ 2・ 6 SDa01上 層、3～ 5。 7 SDa01下 層 )

SKa08

7.5YR6/1褐 灰色粘質土 (淡褐色斑多、礫。土器細片混 )

2.5V4/1黄灰色粘土や2.5Y6/2灰 黄色粘質土等混在

(SZa01抜 き取り後の埋土 )

2.5Y6/3にぶい黄色粘質土塊間に2.5Y5/1黄灰色粘質土含む

炭層 (焼土。2.5Y6/3にぶい黄色粘質土塊混 )

2.5Y6/2灰 黄色粘質土         :
淡灰褐色粘質土

淡褐色細砂質土  |
褐灰色粘質土

淡褐灰色粘質土 (焼土・炭多混)一SZa01裏込め埋土

暗灰色粘質土

(斜線は石 )

10 11   10  12bll W@ zz 2s24 ―――E

8a 2.5Y5/1黄灰色粘質土 (炭 。2.5Y6/3にぶい黄色粘土塊多混 )

8b SZa01破壊時の埋土

(8aにSZa01に 用いられたと思われる一辺 1 0cm位の角礫を含む)

9  2.5Y7/2灰黄色粘質土と2.5Y7/1灰 白色粘質土の水平互層
10 5Y6/2灰オリーブ色粘質土 (焼土混 )

11 炭層 (焼土。2.5Y6/3にぶい黄色粘質土混 )

12a10YR4ノ 2灰黄掲色粘土 (焼土混 )

12b2.5Y4/1黄灰色粘質土
12c2.5Y5/2暗灰黄色粘質土
13 淡掲色粘質土 (灰色粘質土塊混、焼土・炭少量混 )

14a2.5Y4/1黄灰色粘土
14b7.5Y4/1灰色粘質土 (14aが変色)

15 淡灰掲色粘質土

16 淡掲色粘質土塊
17 暗灰色粘質土 (淡褐色粘質土塊混 )

(15～ 17 SKa08)
18 N7/0灰 白色粘質土と砂質土の細かい水平互層
19 10YR6ノ 1掲灰色粘質土 (土器細片、礫混 )

w柳 寸ヽ ＼
14a

● ②

SDa01

8

wl.Om  SDa01

SDa01

Wl・
Om

Wl・
Om

wl.om SDa01 _E

⑦

0               1m

⑥

―――E

易弓18[コ   S Ka080 S Da01 S Z a01凶i]師 □](S〓 1/30)
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第19図  S K a08出 土遺物実測図 (S=1/3)

いている。

断面図の検討から整地層とS Z aolの 関係を考えて

みたい。上の 3つ は12F区部分である。 S D a01の 上

は標高1.Omま で攪乱が及んでおり、溝の掘 り込み面は

厳密には不明である。断面①の周辺ではS Z a01に用

いられたと同じ石を検出し、ここにもS Z aolの続き

もしくはそれと同じ石積み遺構が存在したこと力群J明

した。8b・ 9021層 は石が動き抜かれた後に落ち込ん

だ土である。石の真下には第 4図 10層である11層の炭

層が接しており、石積み遺構が第 3面での火災直後に

築かれたことを確認した。8a010層は第 4図 9層、12

層は同11層、14018019層 は同12層 にあたる。20層

は基盤層である。断面④ O⑤は1lH区部分である。

14a層直上にS Z a01を 積む。14層上には東西とも8a

層で整地する。更にS Z a01の表領Iである東には第 4

図 8層相当の27層があり、13層は第 1面への整地土で

ある。西の裏側では26層があり、これは東側とは対照

的に細かい砂を多く含む土である。その上は13層土で

第 1面へと整地される。 S Z a01の真裏は裏込めの石

を詰めた28層 があり、第 2面の高さまで存在する。以

上より第 3面火災後まず S Z aolを組む。その後東は

1.lmま での整地

を行う。整地土は

S Z a01下 部を密

着して覆う。これ

は詰め石を見えな

くして外観 を整

え、 S Z a01の 上

からの圧力により

裾が外へ膨らもう

とする崩壊を防ぐ

機能を併せ持つ。

上に重たいものを

載せるためにこの

ような構造にして

いるといえる。一

方西は、当初SZ
a01裏側まで整地

し掘り返して裏込

め石で基礎をしっ

かり固め28層で埋

めたとみるより

は、裏込め石を詰

める部分を開けた

状態で整地したと

見たい。ただしこ

のような構築過程

が工法的にありうるのかは検討課題であるё

さて図版11上下から見る限りS Z aolは まだ南に続

くように見えるのに、すぐ南の断面⑥ではその存在を

窺わせるものは全くない。13層 には下の14a層 の土が

混入しており、石を抜き取る際に周囲の整地土も一緒

に掘り起こしたためそれを巻き込んで埋め戻した土と

思われる。13層が削られた14a層 の窪みにつまった痕

跡は、S Z a01の幅で南端の石から1.3mの範囲まで続

いていた。つまりここまではS Z a01が続いていた可

能性が高いことになる。また13層はS P a103掘 り形を

一部覆っており、このビットが第 2面以下に属するこ

とも明らかである。ただし、この痕跡がないことによ

りS Z aolが ここで終わっていたかというと、簡単に

判断できない。S P a103 0 a104を 対と考えれ|よ その

方位からこれが2面に属することになり、その中間地

点でS Z aolが終わるとは考えにくいからである。こ

の場合 S P alo4付 近ではS K a08が S Z a01の裾に

20cmも えぐり込むことになり、S Z aolの崩壊を防ぐ

ためS K a08を 埋め戻したとも考えることができる。

第5図④llH区南壁では第 2面整地土がS Z a01抜 き

取りによる影響を被らずにあることから、1lH区南端

――
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第20図  S D a01出 土遺物実沢1図 (S=1/3)

までの間にS Z a01は終わる。

S Z a01は積み石の奥行きは70～ 80cm前後ある。こ

れは断面④・⑤にあてはめると28層 より西に位置す

る。つまり第21図右上の平面図部分に見られるように

積み石と十分間隔が空いていない限り整地後に掘り返

したと見なすことは難しい。これは裏込めと整地が平

行して行われたとする見解と一致する。

さて改めてS Z a01よ り西の第 2面の標高を検討し

たい。 S Z a01を低い石垣と見ればこれを境に地面の

高さを変えて整地することは十分考えられるからであ

る。この章ではここまで東西とも一定であるという前

提で記述を進めてきた。 S Z a01よ り西でもこの標高

で遺構を検出しているからである。しかし第 1面へと

整地する際に土を削って入れ替えればこの前提は崩れ

る。ではこのような状況カンテわれたのかというと、否

定しておく。掘り起こしによる土層上面の乱れはなく、

何より入れ替える必然性がないからである。とすると

S Z a01の奥行き分のみ地面より高い状況が生まれる。

ここには何らかの構造物が想定される必要があり、ま

ずは土塀が思い浮かぶ。もちろん奥行き分の厚い塀は

考えにくい。塀よりはみ出た西の部分は隙間に土を詰

め段を形成するようなことが考えられる。ただし石積

-21-
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第21図 S Z a01平・立面図 (S=1/30)

1 2.5Y5/1黄 灰色粘質土 (2.5Y7ノ 3浅黄色粘土塊混)

2 7.5Y5/1灰 色粘土 (2.5Y7/3浅 黄色粘土塊少混 )

3 N5/0灰 色粘土 (2.5Y6/3に ぶい黄色粘土塊 )

弗 22図  S B ao2平 。断面図 (S=1/50)

みの間には土塀の軸木となるべき柱を立てていた

痕跡はなかった。単なる石塁を想定してもよい

が、防御の石塁を築 く必然性は全 くない。SP
a183他、石と石の間に位置するようなピットがあ

り、上部構造物の支えとして関連づけることも可

能であるかもしれない。

以上高松城跡 (西の丸町地区)では他にこのよ

うな石積み遺構は見つかっていないため、
｀
その分

S Z a01が重要な遺構であることは間違いないカミ

-22-
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第24図  S B ao4平・断面図 (S〓 1/50)

なぜこの地点に作 られたのかを含め、今報告ではSZ
a01の機能について明らかにすることはできなかった。

第 4節 第 3面の遺構

S B a02(第 809022図、図版 102)
12F区南東部で検出した。3間の柱 1列のみであり、

南側にこれを一辺として展開していくと思われる。N
99° Eの方位を向く。柱間は1.2m。 中央 2穴にはそ

れぞれ東に小ピットが付随し、両端 2穴 も調査時には

わからなかったがビットの平面形が東に小さく膨れて

いる。これら4つの小ピットも等間隔に並んでおり、

小ピットと大ピットの列は建て替えの関係にあると考

える。どちらが建て替え後のものかはわからない。ピ

ットからの遺物の出土はなかった。

掘 り込み面は不明であるカミ 第 2面

に属する遺構群との方位のずれから

第 3面に属する。

S B a03(第 8010023図 、図版

4・ 14)

1lH区北東隅で 1× 3間分を検出

した。N09° Eの方位を向く。柱間

は南北 1.3m、 東西1.6m。 北から3

つ分のビットはS D a01の 埋土を取

り除いた後に検出した。また、南西

角のビットは第18図 27層 除去後に

検出した。よって同12層 より新しく、

S D a01よ り古い。ピットからは中

世以前の土器細片が少量出土したの

みである。掘 り込み面から、第 3面に属する。

S B a04 (第 8 0 100 14・ 24図、 図版 5)

1lH区南部で検出した 1× 2間の小型の掘立柱建物

跡である。N09° Eの方位を向く。柱間は南北1.6m、

東西1,Om。 北西角のビット内では根石と立てた柱を囲

むように石を詰めている状態が認められたり、検出時

より若干大きくなっているとはいえ北側と南側のビッ

ト列の大きさに差があるなこ 刀ヽ型の簡素な掘立柱建

物跡を構成するには若干不安材料が残る。ピットから

は中世以前の土器細片力ヽ少量出土したのみである。掘

り込み面は第 3面かその上になるカミ 第 2面に属する

遺構群との方位のずれから、第 3面に属する。

S B a05(第 8010025図、図版 5)

1lH区南部で検出した 4× 4間の掘立柱建物跡であ

る。N09° Eの方位を向く。柱間は南北 0。5～ 1,Om、

東西0。95～ 1.35mで必ずしも等間隔には並ばない。ま

た北列と南列でも対称的な位置にビットが揃わない。

そのため建物の西端がどこになるのか、攪乱を受けた

より西に位置するのかもわからない。これも簡素な小

屋だったのであろうか。北列東から2つ 目のビットは

S D a01よ り古い。ビットからは図化した36以外は中

世以前の土器細片が少量出土したのみである。36は器

種は不明で口縁部或いは底部である。遺構の掘 り込み

面は第 3面かその上になるカミ 第 2面に属する遺構群

との方位のずれから、第 3面に属する。

S A a02(第 809026図、図版 102)
12F区西部で検出した。N09° Eの方位を向く。 S

A a01同 様一直線上から多少ずれ、更にビットの間隔

淡掲色粘質土 (灰色粘土塊混 )

暗灰色粘質土

第23図

3 根石あり

S B a03平 0断面図 (S=1/50)

ヽ
ｌ
ｌ
ｌｌ
ｌｌ
下
す

Ｔ
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灰色粘質土 (淡褐色粘土塊多混 )

褐灰色粘質土 (淡褐色粘土塊多混 )

0        5cm

も等しくない。ピットは隣り合わせることもあり、打

ち替えを考慮して間隔0。75mと 1.Omで検討した力ヽ い

ずれも結果は芳しくなかった。こちらは平面形がやや

広いため、ビットを掘った後に杭を立て周囲を埋め立

てたと考えている。ビットからは37以外は中世以前の

土器細片が少量出土したのみである。37は備前焼の大

甕で口縁端部を欠いている。遺構の掘 り込み面は第 3

面かその上になるカミ 第 2面に属する遺構群との方位

のずれから第 3面に属する。

S P a068(第 8・ 10・ 14図、図版 16)

1lH区南部で検出した。 S B a04の北西角を構成す

る柱穴として取 り上げている。底に穴とほぼ同じ大き

さの石を敷き、北倶1に ある直径15cmの空間部分に直

0         1m

第25図  S B ao5平・断面図 (S〓 1750)、 出土遺物実測図 (S〓 1/3)

5Y5/1灰 色粘土 (2.5GY7/1明 オリーブ灰色粘土塊混 )

5Y5/1灰色粘土
2.5Y4/1黄灰色粘土
10YR4/1掲灰色粘質土 (2.5Y6/3に ぶい黄色粘土塊混)

2.5Y4/1黄灰色粘土 (2.5Y6/4に ぶい黄色粘土塊混 )

10GY5/1緑 灰色粘土
2.5Y4/1黄灰色粘土 (2.5Y6/4に ぶい黄色粘土 )

径15cmの柱を建て、その回りに礫を詰めていった状

況を示している。柱穴内から遺物は出土していない。

S B a04の柱穴として第 3面に属すると考える。

S P a183(第 809027図、図版15)

1lH区北部で検出した。楕円形の掘 り形を持ち、中

には楕円形の方向である南東側に斜めに立てられた柱

が残っていた。柱の北西には詰め石なの力N/Jヽ礫が 1個

存在した。柱穴内から土師器や平瓦の細片が少量出土

している。標高 0。9mで検出したことになっているため

第 3面に属すると判断したカミ 平面位置が東に接する

S Z a01を構成する石と石の間にうまく収まっており、

S Z a01と 関連する可能性も残る3と はいえ、斜めに

立てられた柱はこれ1本のみの検出で、機能は明らか

第26図  S A a02平・断面図 (S=1/50)、 出土遺物実測図 (S=1/3)
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でない。

ピット出土遺物 (第 9028図 )

ピット出土遺物の中で比較的残 り具合が良く、本来

の時期を示すと思われるものを図化した。38は 12F区

にあるS P a003か ら出土した。39は 12F区にあるSP
a052か ら出土した。掘 り込み面は明らかでない。38は

陶器の小さな壺の肩部で、色から備前焼の可能性があ

る。39は肥前系の磁器碗の体部である。

S K a01(第 8・ 9029図、図版 1)

12F区で検出した平面形が不整楕円形の土坑である。

40041は 出土遺物である。40は土師質の土釜で、在

地産と考えた胎土を持つ。41は丸瓦で、内面にコビキ

痕が明瞭に残る。図示した他に平瓦片と須恵器片が出

土している。標高0。8mで検出しており、掘り込み面は

第 3面かその上である。

S K a02 (第 8 ・ 9 030図 、 図版 1 ・ 2)

12F区南西隅で検出した。直径 2mの長楕円形の土

坑で、南半分が調査区外に広がる。土層断面図を作成

するのを忘れたカミ 中央が窪む層状の堆積で中には砂

質土も含まれることから、自然埋没した遺構であるこ

とがわかる。42は出土遺物

で中国磁器の皿である。図

示した他に平瓦、土師器、

備前焼などの土器片が出土

している。 S K a02は標高0.7mで検出しており、掘 り

込み面は第 3面かその上である。

S K a05(第 8010図、図版 5)

1lH区南部で検出した。0。 5× 現存長 0。8mの楕円形

土坑で、西側は攪乱により破壊される。深さは20cm

弱である。埋土は灰色粘質土の単層で基盤層のブロッ

クを含み、埋め戻されていることがわかる。中からは

土師器と須恵器の細片が少量出土している。攪乱を取

り除いた標高0。9mで検出しており、これ以上の面に属

する。

S K a06 (3胃 8 ・ lo 0 31Eコ 、 図ん反5)

1lH区南西部で検出した。径 0。6mの円形の土坑であ

る。深さは30cmである。埋土はS K a05と 同じで、同

様に埋め戻されていると判断できる。攪乱土を除去し

た標高0.5mで検出しており、どの面に属するか不明で

あるが、状況からS K a05と 同じ時期ではないかと考

える。43は 出土遺物で土師器不である。図示した他に

土師器や須恵器片が少量出土している。

S D a02(第 809032図、図版 102)
12F区で検出した。N08° Eの方位を向く。約 5m

の長さで北は落ち込みの明瞭な上がりが認められるカミ

南は自然消滅する。第 3面の地割り方位に近いカミ 形

状より12F区の S X a02等 と同様自然の落ち込みで溝

でないと考える。 2層の窪んだ部分に1層土で埋め立

てている。2層内は前節の③ O⑨項で述べたように木

の根が多く走る。44は出土遺物で瀬戸美濃陶器の皿で

ある。全面施釉している。17世紀前半以前のものであ

ろう。図示した他に土師器や須恵器片が少量出土して

いる。第 3面より下の面に属する。

S D a03(第 8010図 )

1lH区南部で検出した。S D a01に合流する形にな

=｀ 38 ソ肋
0         5cm

0        0.5m

-易弓27[コ  S P a183S「・

断面図 (S=1/30)

sO.8m

第28図  ピット出土遺物
実測図 (S=1/3)

――一N

0                  10cm
0                  1m

10YR4/1掲 灰色粘質土 (礫 。2.5Y6/3にぶい黄色粘土塊多混 )

10YR4/1褐 灰色粘土
2層と同じ

2.5Y5/3黄 褐色粘土 (2層 と2b層の境に木の根の腐植物が介在し、この高さでSXa02に点在 )

10YR7/3にぶい黄橙色粘質土 (基盤層 )

第29図  S K a01断面図 (S=1/30)、 出土遺物実測図 (S=1/3)

暗灰色粘質土
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0                   10cm

第 30図  S K a02出 土遺物実測図

(S=1/3)

wl.Om         __E

0             5cm

第31図  S K a06出土遺物実測図

(S=1/3)

0                   10cm

10cmを最小単位とする標高で取り上|六

これを各遺構面間の整地層に属するもの

とした。従って遺構面に凹凸があれば上

下の整地層に本来属していたものを含め

てしまっている可能性もある。このよう

な理由で12F区 と1lH区 出土遺物は分け

て並べている。なおレイアウト後、層位

の所属整地層の判定に混乱があったこと

力斗J明 し、以下の記述に対して図面にず

れが生じてしまっている。

45～ 54は第 1～第 2面間の整地層出

土遺物である。45は 4・ 5層 出土で、

陶器土鍋の口縁である。19世紀代のもの

であろう。46は 607層 出土の陶器で、

0               1m     1 5Y4/1灰 色粘土 (炭、礫混 )

2 7.5Y4/1灰 色粘土 (炭少混 )‐SXa01

第32図  S D a02断面図 (S=1/30)、 出土遺物実測図 (S=1/3)

っている力ヽ 埋土が淡灰色粘質土であるため、より古

いと考える。深さは15cm程度で浅い。溝からの遺物

の出土はなかった。

S D a04(第 8010図、図版 17)

調査終了後雨水により浸食崩壊 した東壁南部の奥か

ら現れた。調査区内に含まれるカミ 境界にブロック塀

が建ちその真下に当たるため、表面観察に止めた。こ

のため図面はなく、石列西面の方向のみを第10図 に書

き込んでいる。

溝としたのは長さ2m分の石列で、N09° Eの方向

にほぼ同じ大きさの石が直線に7個並んでいる。上に

は積まれていないカミ 平坦に揃えている。遺跡内の他

の調査区の成果から、両側を石で組む排水溝と考え

る。但し、検出した石列は西に面を向けているようで、

溝であるなら更に西に対になる石列が存在するはずで

あり、これは検出していない。本当は東にもうときれ

いな面を揃えているか嵩上げした建物用の土地の回り

を固めた石列の可能性も残る。石の底は標高約 0。8m
で第 5図 12層 内にある。12層 は自然堆積土であるの

で、石列は上面より掘 り込まれた掘 り形内に組まれた
‐とみる。石の上面は1.06～ 1.lmで第 2面の標高に近

い。しかし、ここでは方位を優先し、第 3面からの掘

り込みと考えたい。つまり溝であるなら、石の上半分

が地面より上に出ていたことになる。

第 5節  整地層 出土 の遺物 (第33034図、

図版18～ 21)

45～89は整地層出土の遺物である。12F区 出土分は

第4図に対応する層位名で取り上げた。一方1lH区出

土分は遺構面の標高が水平であるという仮定の下に

傾き。どちらが内外面かも不明である。47～54は 1lH

区の標高1.2～ 1。3mの整地層から出土した。471瑚巴前

系と思われる磁器皿で見込み部は蛇の目釉剥ぎを行っ

ている。高台・高台内面は露胎である。48は瀬戸美濃

陶器の皿で見込みには濃緑色の釉が厚 く溜まっている。

割れ日は焼けている。外底には輪 トチンの跡がつく。

49は土師器小皿である。全体に摩滅気味で、外底はヘ

ラでなでて仕上げている650は灯明皿で、内面に煤が

付着している。外底は静止糸切りである。51は土師器

不で、外底はヘラでなでて仕上げている。52は深い土

師器不で、外底は糸切 りである。胎土には在地産の土

師質土釜等に共通するとした金雲母を含む。53は土師

質括鉢で、 6条 1単位の卸し目をつける。胎土には金

雲母を含む。54は陶器で大鉢とした。備前焼に色は似

るカミ 胎土に小さな隙間が多 く表面のlmmのみ特に

焼き締まっている。

55～ 57・ 65～ 75077～ 79082～ 89は第 2～第 3

面間の整地層出土遺物である。55は 8層出土の陶器皿

で、胎土や釉の剥げ方が48と 似る。56057065は火

災によるものとする10層 出土である。56は軒平瓦で、

三つ巴の回りに10個の珠文を配する。同箔の瓦がB地

区の第 1整地面上面と下面の間の整地層から出土して

いる。この整地層は18世紀前半頃と捉えられてい.る 。

57は備前焼の括鉢で、日縁直下の部分である。卸し目

の単位はわからない。17世紀第 4四半期～18世紀前葉

頃の製品と考える。65は鍍金の鉄製品で飾り金具であ

ろうか。半円の弧を描く径 6mmの断面を持つ棒を左

端で折り曲げている。本来直線をなしていたものが土

圧等のため歪んでいる。66～ 71074082084086
～88は 1lH区の標高0。9～ 1.lmの整地層から出土した。

66は 中国磁器碗である。67は 中国磁器皿で、軟質の

胎土を持つ渾州産とされるものである。68の碗も樟

州産と思われ肌色の軟質の胎土である。69は中国磁器
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第33図 整地層出土遺物実測図 (1)(S=1/3)

皿である。70は磁器の回縁で皿と思われる。71は肥前

系磁器皿で17世紀前半頃のものである。741111巴前陶

器皿で、内面に2カ所胎土目が残る。17世紀前半のも

のであろう。32は土師質括鉢で卸し目が少し残る。在

地産とした胎土を持つ。84は軒桟瓦である。「ダン

シ・カネヤ」という刻印を押す。高松市内南方の檀紙

町で生産されたものであろう。近代に属する混入品で

ある。86～ 88は土師質土錘である。86`87は穿孔型、

88は有溝型である。75083・ 85089は 1lH区の標高

0。9～ 1.Omの整地層から出土した。75は肥前系陶器皿

で高台に切り込みがある。また内外面に砂目積みの痕

跡が残る。17世紀前半のものであろう。83は土師質火

鉢胴部に押された刻印の文様である。85は陶器でタイ

ル状をしている。幅6 cmで長さ不明、 6mm間隔で

平行に溝を切り込んでいる。その上に釉を厚くかけて、

溝が一部つぶれている。裏側中央には接合剥離面が残

る。89は銅製品で薄い板を巻いて中空にしている。右

端は折れていない。72073077～ 79は精査等で出土

した。72は中国青磁で皿と思われる。焼成が悪いため

緑釉にまだらの白い筋が多く走っている。731瑚巴前系

陶器の刷毛目皿である。17世紀後半～18世紀のもので

ある。77は陶器の碗である。内外面とも体部のみ緑釉

がかかる。78は陶器の碗である。胎土が一部赤変し、

それが薄い白釉を通して文様のように見えている。79

は筒状の陶器である。徳利の可能性がある。褐釉が内

外面ともかかる。

58～ 64は第3面下位の整地層である12F区の11層か

ら出土した遺物である。58059は 16世紀の中国白磁皿

である。59は高台端部のみ釉がかかってない。60は瀬

戸美濃陶器皿である。61・ 62は土師器小皿である。61

は口縁はナデにより沈線状のくぼみが巡る。63は深い

土師器不で、外底はヘラでなでて仕上げている。64は

鍍金の鉄製品で原型を保っている。10011層名で取 り

上げており、65と 同じく火災にあった可能性もある。

第 6節 包 含 層 出土 の遺 物 (第 35図 、図版

20021)

76・ 80081・ 90～ 109は基盤層上面に自然堆積した

灰色粘質土の包含層内から出土した。12F区 0 1lH区

とも共通の堆積状況を示すため、合わせて記述する。

76は陶器天目碗である。口縁下の屈曲は稜を持つほ

ど明瞭である。80は備前焼皿である。81は備前焼橘鉢

である。卸し目は8本 1単位でつけられる。16世紀後

半～17世紀前葉のものである。90は中国青磁碗で蓮弁

はヘラ先により細線で描かれる。縦細線と剣頭は対応せ

ず蓮弁としての意識が忘れられつつある。15世紀後半～

16世紀前半のものである。91は中国産の染め付け碗で

ある。16世紀初頭前後のものである。92は 16世紀の中

国白磁皿であろう。93094は肥前系陶器皿である。94

は上面から見ると口縁が波状を描く。17世紀前半以前

のものであろう。95は天目碗である。褐釉が全面にか

かる。96は陶器で内面全体と外面上半に自釉力渤かヽる。

97～ 102は備前焼である。97098は壺で97は肩に波状

文が描かれる。99は大甕の回縁である。100は小さな壺
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第34図 整地層出土遺物実測図 (2)(S=1/3)

である。101は大平鉢である。102は括鉢である。口縁  る。胎土には金雲母を含まない。105は径不明の大型の

は直下に段を持たず直立する。16世紀前半頃のもので 土釜である。106～ 108は穿孔型の土錘で、107・ 108

あろう。103は土師質橘鉢で卸し目は5本以上が1単位 は中型の大きさである。109は釘と思われる。頂部は横

である。胎土には金雲母を含む。104は土師質の壷であ に曲がる。
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第35図 包含層出土遺物実沢1図 (S=lβ )

第36図 撹乱層出土遺物実測図 (S=1/3)

〇 〇
106     107 Q8

‐‐４

0               10cm

第 7節 撹乱 出土の遺物 (第 36図、図版 21)

110～ 114は撹乱など層位に関係ない状態で出土し

た。110は土師器小皿で完形で出土した。外底はヘラ

でなでて仕上げているが砂粒を多く含むなど全体に雑

な作りの印象を与える。111は器種不明の土師質土製

品で中央が少しすぼまる。断面は5面に面取りしてな

でられている。両端には原体から剥離した痕跡もない。

紐を結ぶ土錘であろうか。胎土には黒色砂粒を多 く含

む。112は軒桟瓦である。「高松水屋」の刻印が押され

る。大正頃に市内中心部の新瓦町に存在した瓦屋であ

る。113は平成 12年度高松城跡 (西の丸町)概報で巴

文の変形した草状文の意匠とされるもので、17世紀前

半のものである。114は石製の硯で海部両端に朱と思

われる赤い顔料が付着している。
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第 3章 まとめ

以上 3面の遺構面の存在を想定した。

あらためて遺構面と遺構 との関係をまとめると、最

下面である第 3面 (標高0。9m前後)は、沖積作用が

終了し付近が陸地化した後に包含層の自然堆積が進み

その凹凸に一部土を入れて均した結果、形成された。

この遺構面ではN09° Eの方位を基軸として地割りが

設定され、掘立柱建物跡や柵列 0石組み溝が作 られ

た。それらは攪乱部分を除けば遺跡のほぼ全域に広が

る。

第 3面の遺構群は火災により焼失し、燃えかすは薄

い炭の層となる。炭層力活Lれていないことから、第 3

面はこの時点で役割を終えた。焼け跡では、散舌Lした

壁土などの焼土を巻き込んで再び整地力浙子われた。こ

の結果、地面は約20cm高 くなった。これが第 2面で

ある。第 2面はN04° Eへと基軸がずれる。 5度のず

れは現実にはほとんど違和感を感じさせないものであ

ろうカミ 町並みの中のある部分だけをずらすことは不

可能であり、この火災がかなりの広範囲に広がってい

たことを物語る。火災は新たなる地割りの構想の契機

となり、単に旧に復することにはならなかった。焼け

跡の上には整地を行っていく中で長い石積み (SZ
a01)が築かれた。石積みの上にどのような構造物が

設けられたのか明らかにすることはできなかったが、

奥行きの大きさからそれなりの塀を構えることも十分

可能である。この石積みにより今調査区内は東西に二

分される。石積みの東は外、西は内となった。調査結

果では、東と西のこの時期の遺構密度は極端に違い、

また遺構の種類も異なり、外と内に対応する。石積み

から東の中堀までは15m前後の距離がある。第 3面で

は東端の石積み溝 (S D a04)が西に向いており、そ

の東にも遺構群が続いていくことが予想され、結果と

して中堀の真横かあるいはその近くまで屋敷群が広が

っていたことになる。第2面では石積みの東に3.5mの

空間が形成され、そこから中堀まで更に10m前後ある

が、絵図によるとこの一体は上級家臣が住まう区画で

あり、果たしてこれを奥行きとする狭い屋敷地を設け

たのか疑間は残る。あるいは中堀までおおきな空き地

となったことも考えられないこともない。この石積み

は第 2面が使われ続けた間存続し、石積みの南端に門

があった可能性も指摘した。その前 (東)には大きな

落ち込みが存在し、これはやがて埋め立てられ、その

後に石積みと平行し柵が設けられ、それは更に南北

100m以上となる溝 (S D a01)に とってかわられた。

溝は城下の調査地点でよくみつかる石組みでなく素掘

りのものであるカミ 位置や長さからみて計画的に作ら

れたものであることは間違いない。

最後の第 1面としたものは、石積みの上部構造物を

壊し石積みや溝を埋め立てて更に土地の嵩上げを行っ

て形成された。近代以降の整地土や攪舌Lに よりその標

高は1.4m以上であることまでしかわからない。埋め立

てた溝の真上には簡易な柵が組まれ、第 2面からの地

割りが基本的には継続している。しかしこれ以外の遺

構を検出してなく、第 1面の具体的な様相は明らかで

ない。

次に各遺構面の時期を考えてみる。整地層出土の遺

物でみると、まず第1-2面間では19世紀代と思われ

る遺物が出土している。次の,第 2-3面間も時期の判

明するものは少ないカミ 火災による炭層から出土した

備前焼括鉢は17世紀第4四半期～18世紀前葉頃の製

品とみられ、軒丸瓦は同箔の瓦がB地区の第 1整地面

上面と下面の間の18世紀前半ととらえられている整地

層から出土している。このあたりから、火災の年代の

上限を18世紀前半と考えたい。他の遺物もこれと矛盾

しない。第 3面下位は12F区では整地層である第4図

11層 と自然堆積層とした同12層に分かオ仏 1lH区 は12

層だけで構成される。11層では時期を限定できるよう

な遺物は出土していない。最下層の12層は時期の上限

を示す遺物として備前焼括鉢と肥前系陶器がある。高

松城が築かれたのは1588年 とされ、A地区の一帯はそ

れより大きくは下らない時期に上級家臣が住むように

なったはずである。第 3面をこの時の遺構面とすると

12層には基本的には1588年以後のものは含まれない。

肥前陶器は1580年頃に生産力漱台まるとされ 12層に含

まれる可能性は極めて低い。しかし12層下の基盤層上

面を1588年 に置いたとしても、この面は12F区で見ら

れるように凹凸があり、標高差も12F区北端と1lH区

南端では20cmも 存在する。しかも12層 は整地層とは

考えにくい土質である。築城期の遺構面は火災に遭う

まで存続し続けている。18世紀前半までに範囲を広

ヤ六 この遺構面に落ちた遺物が何らかのはずみで土中

にめり込んだかこの遺構面上にあったため12層出土遺

物として取り上げたかの可能性を考えておきたい。

以上極めて大雑把ではあるが、第 1面は19世紀以

降、第 2面は18世紀前半以降、第 3面は1588年が遺

構面の上限である。

最後にこれらの遺構面が平成708年度に把握した

どの遺構面に対応すると考えるかを述べておく。

平成 7・ 8年度遺構面は、その調査対象地を高松城
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跡 (西の丸町)B地区として現在整理作業を行ってい

る。その中で整理担当者は遺構面を改めて検討してい

る。詳しくは当該年度の概報 (平成12年度サンポート

高松総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告

『浜ノ町遺跡・高松城跡 (西の丸町)・ 西打遺跡』香

川県教育委員会 0財団法人香川県埋蔵文化財調査セン

ター、2001.3)を参照されたいが、当初の第 1遺構検

出面 。上を第 1面 とし、第 1遺構検出面 0下 を第 2

面、第 1整地面 0上を第 3面、第 1整地面・下を第 4

面、第 2整地面を第 5面、第 3整地面を第 6面 として

いる。最初に述べたように、本報告の第 1面とこの第

1面は異なる。

今報告で最も特徴的な第 3面から第 2面への火事に

よる整地と地割りの変化を鍵にすると、B地区の第 5

面から第4面への変化が現象的にはこれに近いと思わ

れる。これは1718年の城下の大火により屋敷割りを整

理したというものである。A地区では第 2面の上限を

18世紀前半としており、矛盾はしない。これで行くと、

A地区第3面 =第 2整地面=B地区第 5面、A地区第

2面 =第 1整地面 。下=B地区第4面になる。ただし

A地区では3面にしか遺構面を分けることができなか

ったため、A地区第 2面 =第 1整地面 0上になる可能

性もある。最初に考えた遺構の変遷はかなり大胆なも

のであるといわざるをえないのであるが、隣り合って

いても場所によって整地回数に差があるというのでな

い限り (つ まり同一時期でも標高差が存在することを

認めることになり、遺構面の整合がより難しくなる)、

第4図 8層 と9層の境を第 1整地面 0下 とせざるをえ

なくなる。基本層序の項で土質が似るため両者を1単

位としたのであるが、仮に第 1整地面 0下 としても、

第 2面に属するとした遺構がそれぞれ第 1整地面 0上

と下のどちらに属するのか明らかにできない。
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調査区 遺構名 掘 り込み面
報告書

遺構名

12F区 F ttSA01 第 1面 SAa01

12F区 F ttSPOl 第3面以上 SPa001

12F区 F ttSP02 第3面以上 SPa002

12F区 F ttSP03 第3面以上 SPa003

12F区 F ttSP04 第3面以上 SPa004

12F区 F ttSP005 第3面 SPa005 SAa02

12F区 F ttSP006 第3面 SPa006 SAa02

12F区 F ttSP007 第3面 SPa007 SAa02

12F区 F ttSP008 第3面 SPa008 SAa02

12F区 FttSP009 第3面 SPa009 SAa02

12F区 FttSP010 第3面 SPa010 SAa02

12F区 FttSP011 第3面 SPa011 SAa02

12F区 F ttSP012 第3面 SPa012 SAa02

12F区 FttSP013 第3面 SPa013 SAa02

12F区 FttSP014 第3面 SPa014 SAa02

12F区 FttSP015 第3面 SPa015 SAa02

12F区 FttSP018 第3面以上 SPa016

12F区 FttSP019 第3面以上 SPa017

12F区 FttSP020 第3面 SPa018 SAa02

12F区 F ttSP021 第3面 SPa019 SAa02

12F区 FttSP022 第3面以上 SPa020

12F区 FttSP023 第3面以上 SPa021

12F区 F ttSP024 第3面以上 SPa022

12F区 FttSP025 第3面以上 SPa023

12F区 FttSP026 第3面以上 SPa024

12F区 FttSP029 第2か 3面 SPa025

12F区 FttSP030 第3面以上 SPa026

12F区 FttSP031 第3面以上 SPa027

12F区 FttSP032 第3面以上 SPa028

12F区 F ttSP033 第3面以上 SPa029

12F区 FttSP034 第3面 SPa030 SBa02

12F区 FttSP035 第3面以上 SPa031

12F区 F ttSP037 第3面 SPa032 SBa02

12F区 F ttSP038 第3面 SPa033 SBa02

12F区 F ttSP039 第3面 SPa034 SBa02

12F区 F ttSP040 第3面 SPa035 SBa02

12F区 F ttSP041 第3面以上 SPa036

12F区 F ttSP042 第3面 SPa037 SBa02

12F区 F ttSP043 第3面以上 SPa038

12F区 F ttSP044 第3面下位以上 SPa039

12F区 FttSP045 第3面下位以上 SPa040

12F区 FttSP046 第3面下位以上 SPa041

12F区 FttSP047 第3面下位以上 SPa042

12F区 FttSP048 第3面下位以上 SPa043

12F区 FttSP049 第1面以上 SPa04
12F区 F ttSP050 第1面以上 SPa045

12F区 F ttSP051 第 1面以上 SPa046

12F区 F ttSP052 第1面以上 SPa047

12F区 F ttSP053 第1面以上 SPa048

12F区 F ttSP054 第1面以上 SPa04

調査区 遺構名 掘 り込み面
報告書

遺構名

12F区 F ttSP055 第1面以上 SPa050

12F区 F ttSP056 第3面 SPa051

12F区 FttSP057 第3面以上 SPa052

12F区 FttSP058 第3面 SPa053 SAa02

12F区 FttSP059 第3面以上 SPa054

1lH区 HttSP001 第3面 SPa055 SBa05

1lH区 H ttSP002 第3面以上 SPa056

1lH区 H ttSP005 第3面以上 SPa057

1lH区 H ttSP006 第3面以上 SPa058

1lH区 H ttSP007 第3面 SPa059 SBa04

1lH区 H ttSP008 第3面 SPa060 SBa05

1lH区 H ttSP009 第3面以上 SPa061

1lH区 H ttSP010 第3面 SPa062 SBa05

1lH区 HttSP011 第3面以上 SPa063

1lH区 H ttSP012 第3面以上 SPa064

1lH区 H ttSP013 第3面以上 SPa065

1lH区 H ttSP014 第3面 SPa066 SBa05

1lH区 H ttSP015 第3面 SPa067 SBa04

1lH区 H ttSP016 第3面 SPa068 SBa04

1lH区 H ttSP017 第3面以上 SPa069

1lH区 H ttSP019 第3面 SPa071 SBa05

1lH区 H ttSP020 第3面以上 SPa072

1lH区 H ttSP021 第3面以上 SPa073

1lH区 HttSP022 第3面以上 SPaOZ
1lH区 H ttSP023 第3面以上 SPa075

1lH区 H ttSP024 第3面 SPa076 SBa04

1lH区 H ttSP025 第3面以上 SPa077

1lH区 H ttSP026 第3面以上 SPa078

1lH区 H ttSP027 第3面以上 SPa079

1lH区 H ttSP028 第3面以上 SPa080

1lH区 H ttSP029 第3面以上 SPa081

1lH区 H ttSP038 第2面 SPa082 SBa01

1lH区 H ttSP040 第2面以上 SPa084

1lH区 H ttSPO“ 第2面以上 SPa085

1lH区 H ttSP045 第2面以上 SPa086

1lH区 H ttSP046 第2面以上 SPa087

1lH区 H ttSP047 第2面以上 SPa088

1lH区 H ttSP048 第2面以上 SPa089

1lH区 H ttSPOの 第2面 SPa090 SBa01

1lH区 H ttSP053 第2面以上 SPa091

1lH区 H ttSP054 第3面以上 SPa092

1lH区 H ttSP055 第2面以上 SPa093

1lH区 HttSP056 第3面以上 SPa094

1lH区 H ttSP059 第2面以上 SPa095

1lH区 H ttSP060 第2面以上 SPa096

1lH区 H ttSP061 第2面以上 SPa097

1lH区 H ttSP063 第2面以上 SPa098

1lH区 H ttSP065 第2面以上 SPa099

1lH区 H ttSP071 第2面以上 SPa100

1lH区 H ttSP072 第2面以上 SPa101

第 1表 遺構番号対照表 (1)
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調査区 遺構名 掘 り込み面
報告書

遺構名

1lH区 H ttSP073 第2面以上 SPa102

1lH区 H ttSP074 第2面以上 SPa103

1lH区 H ttSP075 第2面以上 SPa104

1lH区 H ttSP076 第2面以上 SPa105

1lH区 H ttSP077 第2面以上 SPa106

1lH区 H ttSP078 第2面以上 SPa107

1lH区 H ttSP079 第2面以上 SPa108

1lH区 H ttSP080 第2面以上 SPa109

1lH区 H ttSP081 第2面以上 SPal10

1lH区 H ttSP083 第2面以上 SPalll

1lH区 H ttSP084 第3面 SPal12 SBa03

1lH区 HttSP085 第3面以上 SPal13

1lH区 H ttSP089 第2面以上 SPal17

1lH区 H ttSP090 第2面以上 SPal18

1lH区 H ttSP091 第3面以上 SPal19

1lH区 H ttSP092 第3面以上 SPa120

1lH区 H ttSP093 第3面以上 SPa121

1lH区 H ttSP094 第3面以上 SPa122

1lH区 H ttSP095 第3面 SPa123 SAa03

1lH区 H ttSP096 第3面以上 SPa124

1lH区 H ttSP097 第3面 SPa125 SAa03

1lH区 H ttSP099 第3面以上 SPa126

1lH区 H ttSP100 第3面 SPa127 SAa03

1lH区 H ttSP101 第3面以上 SPa128

1lH区 H ttSP102 第3面以上 SPa129

1lH区 H ttSP103 第2面以上 SPa130

1lH区 H ttSP104 第3面 SPa131 SBa05

1lH区 H ttSP105 第3面 SPa132

1lH区 H ttSP106 第3面 SPa133 SBa05

1lH区 H ttSP108 第3面 SPa135 SBa04

1lH区 H ttSPl10 第3面以上 SPa137

1lH区 H ttSPlll 第3面以上 SPa138

1lH区 H ttSPl12 第3面以上 SPa139

1lH区 H ttSPl13 第3面 SPa140 SBa05

1lH区 H ttSPl14 第3面 SPa141 SBa05

1lH区 H ttSPl15 第3面以上 SPa142

1lH区 H ttSPl16 第3面以上 SPa143

1lH区 H ttSPl17 第3面 SPa144 SBa05

1lH区 H ttSPl18 第3面 SPa145 SBa05

1lH区 H ttSPl19 第3面以上 SPa146

1lH区 H ttSP120 第3面以上 SPa147

1lH区 H ttSP121 第3面 SPa148 SBa05

1lH区 H ttSP125 第3面以上 SPa152

1lH区 H ttSP126 第3面以上 SPa153

1lH区 H ttSP127 第3面 SPa154 SBa04

1lH区 H ttSP128 第3面 SPa155

1lH区 H ttSP129 第3面以上 SPa156

1lH区 H ttSP130 第3面以上 SPa157

1lH区 H ttSP131 第3面以上 SPa158

1lH区 H ttSP132 第3面以上 SPa159

調査区 遺構名 掘り込み面
報告書

遺構名

1lH区 H ttSP133 第3面以上 SPa160

1lH区 H ttSP134 第3面以上 SPa161

1lH区 H ttSP135 第3面以上 SPa162

1lH区 H ttSP136 第3面以上 SPa163

1lH区 H ttSP138 第3面以上 SPa164

1lH区 H ttSP139 第3面以上 SPa165

1lH区 H ttSP140 第3面以上 SPa166

1lH区 H ttSP141 第3面以上 SPa167

1lH区 H ttSP142 第3面以上 SPa168

1lH区 H ttSP143 第3面以上 SPa169

1lH区 H ttSP144 第3面 SPa170 SAa03

1lH区 H ttSP145 第3面 SPa171 SBa03

1lH区 H ttSP14 第3面 SPa175 SAa03

1lH区 H ttSP150 第3面 SPa176 SAa03

1lH区 H ttSP155 第3面以上 SPa181

1lH区 H ttSP156 第3面以上 SPa182

1lH区 H ttSP157 第3面以上 SPa183

1lH区 H ttSP159 第3面以上 SPa185

1lH区 H ttSP160 第3面以上 SPa186

1lH区 H ttSP164 第3面以上 SPa190

1lH区 HttSP165 第3面 SPa191 SBa03

1lH区 H ttSP166 第3面 SPa192 SBa03

1lH区 H ttSP170 第2面 SPa196 SBa01

1lH区 H ttSP171 第2面以上 SPa197

1lH区 H ttSP173 第2面以上 SPa199

1lH区 H ttSP174 第2面以上 SPa200

1lH区 H ttSP175 第2面以上 SPa201

1lH区 H ttSP176 第2面以上 SPa202

1lH区 H ttSP177 第3面 SPa203 SBa03

12F区 F ttSK05 第2面 SPa204

1lH区 H ttSP003 第3面 SPa205 SBa05

1lH区 H ttSP098 第3面 SPa206 SAa03

1lH区 H ttSP041 第3面 SPa207

12F区 FttSK01 第3面 SKa01

12F区 F ttSK02 第3面 SKa02

1lH区 H ttSP058 第2面 SKa03

1lH区 HttSP082 第2面 SKa04

1lH区 HttSK01 第3面 SKa05

1lH区 H ttSK04 第3面 SKa06

1lH区 H ttSK05 第2面 SKa07

1lH区 H ttSK06 第2面 SKa08

1lH区 H ttSD01 第2面 SDa01

12F区 FttSD01 第2面 SDa01

12F区 FttSD02 第3面下位 SDa02

1lH区 HttSD02 第3面 SDa03

1lH区 HttSD10 第3面 SDa04

12F区 FttSZ01 第2面 SZa01

12F区 FttSX01 第3面下位 SXa01

12F区 FttSX02 第3面下位 SXa02

12F区 FttSX03 第3面下位 SXa03

第 2表 遺構番号対照表 (2)
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遺構番号 遺 物 内 容
SPa001 弥生 1.土師質 1

SPa002 土師 1

SPa003 弥生 2.土師質括鉢 1

SPa004 土師1.須恵不 1

SAa02-SPa006 LttT2

SAa02-SPs007 土師皿 1

SPa016か 017 土師質 1

SAa02-SPa019 ILttT5

SPa021 土師質 1

SPa022 土師質 1

SPa023 土師3.土師質 1.須恵2

SPa029 土師 1

SPa039 瓦器 1.土師質2

SPa040 備前?11

SPa041 土師不 1,土師4.土師質2

SPa042 土師3

SPa048 土師 1

SPa051 土師2

SPa052 土師 1

SAa02¨SPa053 弥生 1.土錘 1

SPa056 土師3.土師質3

SPa065 土師8

SBa05¨ SPa066 須恵 1.土師質2

SPa067 土師 5。瓦器上焼±2

SPa069 陶磁器 1.瓦器 1.土師2.土師質3.須恵 1

SPa072 土師3.土師質 1

SPa074 平瓦 1

SBa01-SPa082 平瓦3

SPa084 鉄製品1.土師質2.土師2.陶器 1

SPa085 土師 1

SPa086 土師皿 1

SPa087 土師皿2

SPa088 須恵椀 1.土師1

SPa091 土師3.土師質2

SPa092 土師 1

SPa093 備前 1.土師4

SPa095 土師2.土師質 1

SPa096 須恵2.土師9.土師質 4。青磁 1

SPa100 瓦器 1.土師2

SPa101 土師 1

SPa103 平瓦 1.備前 1.土師質2.土師6

SPa104 土師2.土師質1

SPa105 土師皿1他 6.土師質1

SPa107 須恵 1.土師2

SPalll 備前 1.須恵 1.土師5

SBa03-SPal12_ 須恵2

SPal13 古銭 1.土師2.土師質4

SPal17 須恵 1.土師皿 1

SPa122 土師質 1.土師6

SAa03-SPa206 須恵 1

SPa128 土師3.土師質2

SPa137 土師2

SBa05-SPa140 土師3.土師質 3.瓦器 1

SBa05-SPa141 土師質2

SPa142 土師質2.土師2.須恵 1

SPa163 須恵 1

遺構番号 遺 物 内 容
SPa169 土師 1

SPa183 土師3.土師質2.平瓦2

SPa185 土師6。土師質2

SPa186 瓦器 1.土師1.土師質3

SBa03-SPa191 土師9.土師質3.瓦器 1

SPa201 土師1.土師質1

SPa202 土師質 1

SPa204 杭 1

SAa01 土師質土釜1他 1.須恵3.丸瓦 1.平瓦 5。土

師 15。備前 1

SKa01 平瓦2.須恵細3.土鍋脚 1.備前細 1.土師質
5。土師 15。土師椀1皿2大皿?1

SKa02 備前 1.須恵2.平瓦 1.瓦器4.土師質 16。土

師53.褐釉陶器7他 1瀬美?。 白磁 1

SKa04 土師質4.土師3.須恵2

SKa05 土師 12.土 師質 5。須恵 1

SKa06 土師1.土 師質 1.

SKa07 平瓦 1.土 師質 6。土師3.瓦器 1

SKa08 平瓦3.土師質 5。土師細2

SDa01 弥生 3.須恵鉢2他 6。瓦器 5。備前大甕2他
5。土師質土釜6橘鉢1他 76.土 師皿5他
135。平瓦 40。丸瓦 5。 軒丸 2.瀬美?2.土製
品。1磁器2.竃 1.土錘 1.鉄製品4

SDa02 須恵器細 1.土師器細 1

SXa01 平瓦4.備前 5。亀山1.須恵椀1壺 1括鉢 1.

瓦器 6。土師質土釜1他 8.土師49.瓦質土

鍋 1.陶器 1

SXa02 瓦器7.備前括鉢3他 5。大土錘 1.土師質土
釜2他 23.須恵4.平瓦 2.土 師椀 2皿 2他
61.丸瓦 1.鉄釘?1鉄塊1鉄滓1

SXa03 鉄滓 1.須恵3.亀山2.備前 1.瓦器 3.土師質
土釜2他 20。土師皿5不 1他 68。 白磁 1.青

磁 1.土錘 1

2層 陶器 1

3層 巻き貝 1,平瓦2.丸瓦1.竃 1.肥前磁器V期
1.中 国?磁器 1

4・ 5層 平瓦7.丸瓦 1.備前壺 1.土師質 5。土師 6。磁

器 1.瀬美折り縁皿 1

4層 土師質 1:土師 1

5層 土師質1.土師1

6・ 7層 平瓦 3.丸瓦 4.備前?1.土 師質 14.月巴前?磁

器 1

8層 須恵 1.土師質3

8。 9層 備前2.亀山2.土師質7.土師10。平瓦2

9層 鉄釘?1.平瓦3.瓦器6.備前2.土師20,土師
質20。丸瓦1       ｀

8・ 10層 須恵1.瓦器 1.土師椀1他 5.土師質 5。 白磁
I類 1

10・ 11層 土師4.土師質 5

10層 平瓦 1.青磁 1.土師質 2.土師12.土錘 1

11層 須恵椀2他 5。瓦器 10。亀山2.土師質土釜
3他 72.土師皿2他 55。土錘 1.備前 1.平瓦 1

12層 亀山4。中国染め付け2.備前括鉢1他 7.瓦

器 12.須恵 9。平瓦 12.土師質土鍋1釜 2他
78。土師皿1他 102.丸瓦2.大土錘 1.土錘 1.

白磁 1

第 3表 遺構別出土遺物一覧
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図版 1
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12F区調査終了 (北 より)

12F区調査終了 (北 より)



図版2

1早■

=

二11 す琴
一

::lf i

釉

12F区遺構完掘 (東 より、SDa01よ り東部分)

12FttS Aa01及 び1票高07mでの遺構検出状況 (東 より)



図版3
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1lH区第 2面調査終了 (西 より、中央部分)

1lH区第 2面調査終了 (西 より、中央部分)



1lH区第 2～ 3面遺構完掘 (西より)

1lH区第 3面遺構完掘 (東 から)



図版5

1lH区第 3面下位完掘状況 (西 より)
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12Ftt S A a01土 層断面 (南東より、後方杭残存検出)

1lHttS P a190。 106礎石等状況 (西 より)



図版7

12FttS P a204土 層断面 (南より)

12FttS P a204根 石検出 (北 より)
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1lHttS P a103土 層断面 (南 より)
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1lHttS Ka03土 層断面 (西 より)



図版9

12Ftt S D a01土 層断面① (北 より)
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12Ftt S D a01土 層断面② (北 より)
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12Ftt S D a01土 層断面③ (北 より)
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1lHttS Za01調 査風景 (南より)



図版 11
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1lHttS Za01と S K a08と の共存関係 (南 より)

1lHttS Zaolと S K a08と の共存関係 (南 より)



図版12

1lHttS Z a01前面石崩落状況 (南 より)

1lHttS Za01石 積み状況 (東 より)



図版13

1lHtt S Z aol北 端部 (南西より)

1lHttS Za01裏込め石状況 (北 より)



図版14

1lHttS Za01(北 より)

1lHttS Za01第 2面整地後状況 (北 より)



図版15
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12Ftt S Z a01石 抜き取り後埋土 (南 より)

1lHttS Pa183柱 痕検出 (西 より)



図版16

1lH tt S P ao68詰め石検出 (南西より)
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1lH tt S P ao68詰 め石 。根石状況 (西より)



図版17

1lHttS Da04立 面 (西 より)

(西より)1lHtt S D a04立 面



図版18

出土遺物 (1)

出土遺物 (2)



図版19

出土遺物 (3)
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出土遺物 (4)



図版20

出土遺物 (5)

出土遺物 (6)



図版21

出土遺物 (7)

出土遺物 (8)
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